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本日の内容
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１．オープンアクセスとJ-STAGE

－フリー誌の収録状況

－J-STAGEの著作権情報表示

－J-STAGEのオープンアクセスアイコン表示

２．2017年度J-STAGEセミナーについて



J-STAGEとオープンアクセス
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(本サービスの目的)

第２条
1.本サービスは、学協会、国公立試験研究機関並びに研究開発又は
研究開発支援を目的とする独立行政法人等（以下「学協会等」とい
う。）が発行する、雑誌、予稿集等の科学技術刊行物（人文科学・社会
科学に関するものを含む。以下「科学技術刊行物」という。）の電子化
を支援し、電子化された科学技術刊行物の国内及び国際的流通を促
進するとともに、オープンアクセスを推進する情報発信・流通基盤とし
ての役割を果たすことを目的とするものである。

科学技術情報発信・流通総合システム利用規約



J-STAGE集録誌のフリー誌・認証誌の割合
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※認証誌も、概ね1年～2年で記
事の認証が解除される状況

（2017年2月時点）

フリー誌
1777誌（85.6 %）

※認証誌
298誌
（14.4 %）



J-STAGEでの著作権情報表示
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① Copyrightⓒ＋発行年＋著作権者

② 発行年＋著作権者

③ Creative Commons ライセンスマーク

④ 表示しない

・4種類の著作権情報から選択可能。 (ジャーナル単位)
・表示位置も選択可能。
・19誌がCCライセンス表示を利用している（2017年1月現在）

著作権情報の柔軟な入力と表示 （平成26年7月リリース）



オープンアクセスアイコン（現行画面）
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検索結果画面

J-STAGE 基本操作ガイド学協会向け
‐通常公開編‐
9. 【応用操作】記事認証設定 (p.102 )
https://www.jstage.jst.go.jp/pub/html/p
df/AY04S220.files/UM-01-002_kihon.pdf

オープンアクセスアイコンの設定方法

書誌画面

オープンアクセス記事の絞り込みが可能



オープンアクセスアイコン（新画面）
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検索結果

書誌画面



本日の内容
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１．オープンアクセスとJ-STAGE

－フリー誌の収録状況

－J-STAGEの著作権情報表示

－J-STAGEのオープンアクセスアイコン表示

２．2017年度J-STAGEセミナーについて



オープンアクセスに関する疑問
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オープンアクセスの要件
・オープンアクセスの要件は何か
・オープンアクセスとフリーアクセスの違いは何か
・オープンアクセスジャーナルの著作権の扱いが知りたい
・オープンアクセスジャーナルは、Creative Commonsを使用する必要があるのか

オープンアクセスと学会運営
・オープンアクセスジャーナルを維持・運営するうえで、大切なことは何か
・オープンアクセス化と学会運営の経済的な面での両立について知りたい
・ハイブリッドジャーナルの場合、OA論文の割合どれくらいであれば、購読誌として
の出版を続けることが可能か

オープンアクセスの動向
・諸外国のジャーナルのオープンアクセス化の状況が知りたい
・信頼できるオープンアクセスジャーナルはどのように判断すべきか



2017年度J-STAGEセミナー
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年間テーマ
「オープンサイエンス時代に対応したジャーナル出版のありかた」

【第1回】2017年4月4日
「オープンアクセスジャーナルに求められることとは」
オープンアクセスジャーナルに必要な要件の説明

【第2回】2017年上半期
「オープンサイエンス時代の研究成果公開 ～データ出版～」（仮）
データ公開の新しい手法であるデータジャーナルの紹介

【第3回】2017年下半期
「オープンアクセスジャーナルを発行するには」 （仮）
ジャーナルのオープンアクセス化に関する事例紹介



まとめ
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・2017年は「オープンサイエンス時代に対応したジャーナル出版の
ありかた」を年間テーマにJ-STAGEセミナーを開催する。

・J-STAGE登載誌の約85％が論文をフリー公開している。

・CCライセンスによる再利用範囲の明示、オープンアクセスアイコン
の表示が可能。

→セミナーを通した情報提供や、システム上の表示改善等により、
J-STAGE利用ジャーナルのOA化を支援してゆく。



ご清聴ありがとうございました。
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